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コロナ禍の中、我が作業所はと
ても賑やかな会話が聞かれます。
きっと作業所前の道路を通行され
ている方の中には、「まだ、コロナ
が収まっていないのに・・・」と
思いながら歩いておられる方もい
らっしゃるのでは・・・とも心配
します。ただ、私はそれをあえて
止めることはしません。作業所に
来られている皆さんはとてもコミ
ュニケーションを求めておられま
す。どなたもいろいろな方法で「か
まって光線」を放っておられます。
作業所ではその光線を思う存分放
ってほしいと思っています。つい
つい大声で放たれる方もおられ、
賑やかなりますが・・・ついでに
コロナストレスも解消してもらえ
ればとも思います。私もかなり溜
まっています。何とか解消したい
です。
令和２年度も終わりに近づいて

います。作業所の母体である熊本
市手をつなぐ育成会では、育成会
の在り方を考え、約1年をかけ、育
成会ビジョン検討会を積み重ねて
きました。長い歴史のある育成会
ですが、これまで明白なビジョン
というものがありませんでした。
今回はいろいろな意見を集約し、
育成会としての「絵」が現れまし
た。私もまだその絵が十分に見え
ていないところもあり、これから
じっくりと眺めていきたいと思い
ます。
【清水基金】

これまで作業所で活躍していた
軽トラックでしたが、私と同じで、
いよいよ歳には勝てなくなったよ
です。冷房は効かず、きしみ音が
したり、シフト車なので半クラッ
チ気味だったり・・・。これまで

本当にお疲れ様でした・・・とい
うことで新車に買い替えることに
なりました。今回も前車と同じで、
清水基金さんから多大なる助成を
いただけることになり、先日納車
を終え、早速作業業務で活躍を始
めました。今回の車はオートマチ
ック車で、衝突防止機能を付けま
した。快適、安心の車両で今後の
大活躍に期待しています。

【苦情解決第三者委員会】

３月10日に苦情解決第者委員会を
開催し、本年度作業所業務に関す
る苦情等についてご意見をいただ
きました。今年もサービス提供に
直接関係する大きな苦情はありま
せんでしたが、保護者からの相談
や利用者さんへの対応の仕方等に
ついて状況を説明し、ご意見をい
ただきました。６件ほどの報告で
したが、それぞれ迅速に対応して
いるというご感想を頂きました。
ありがとうございました。

【ＰＣＲ検査】

コロナが終息せずまだまだ、心配
な日が続いていますが、熊本市から
職員のPCR検査の案内があり、早速申
込みをし、3月 3日に検査を実施しま
した。唾液採集でできる簡単な検査
です。10名の職員が手順を確認しな
がら、採取しました。翌週には検査
結果が届き、みなさん陰性の結果で
安心しました。ただ今回はみなさん
陰性の結果でしたが、
これからも油断せず、
これまで通り感染予
防を徹底していきま
す。


